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※札幌レインボー・チャペルは札幌神召キリスト教会の呼称です。  URL: rainbowchapel.web.fc2.com 

2F礼拝堂 

屋上 

１Ｆハイムスホール １Ｆ談話室 

2F小礼拝室 

3Fラウンジ 

3F牧師室 

 当教会の原点であるロバート＆ジャ
ネット・ハイムス宣教師ご夫妻の働きを
記念し、１階ラウンジを「ハイムス・ホー
ル」と名付けました。 
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 本日は当教会の献堂式に、ご多忙の中ご出席をいただき、心

からお礼を申し上げます。 

「これは権勢によらず、能力によらず、私の霊によるのであ

る」（ゼカリヤ４：６）のみことばの通り、新会堂への願いも、

信仰も、経済も、人材も必要なものはすべて主ご自身が備えて

下さり、幾多の現実的また霊的な戦いの中にも、主が私たちの

先頭に立って励まし、助け、道を開いて実現にいたらせて下さ

いました。  

 本日、私たちは、ここに改めて当教会は主のものであること

を確認し、当教会のかしらなる主の御前に教会員の献身と共に

新会堂を献堂いたします。  

 今年は、当教会がこの地に創立されて６０周年の節目の年を 

迎えました。 

 いよいよ、「札幌全域に、虹の架け橋を。札幌から全道に。

そして全世界に。」の当教会のレインボー・ビジョンに向って、

原点に立ち返り、新しい神の備えたもうステージに踏み出して

まいります。 

 引き続き、お祈り下さいますようにお願い申し上げます。 

 

                 札幌神召キリスト教会  

                   牧師 下道 定身 

      

 

ラウンジ、談話室 
厨房、事務室 
応接室 

礼拝堂（200名規模） 
小礼拝室  

牧師執務室 
副牧師室 
ゲストルーム 
母子室  
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奏   楽      （黙とう）                            一 同 

さ ん び    キリストイエスをもといとして（聖歌 201）          一 同 

祈   り                                                        一 同 

聖書朗読       歴代下６:１８～２１、７:１２～１６      下道定身 牧師 

さ ん び        いのりにいのりて（聖歌 213）            一 同 

建築経過報告   新会堂建築プロジェクト委員長         後藤昌彦    兄 

献堂の辞と祈り                                         下道定身 牧師      

説   教       日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団   細井 眞 理事長 

さ ん び       聖なる神よ（聖歌 212）                 一 同 

祝   辞    日本アッセンブリー教団 北海道教区長     福森 光敏 牧師 
               日本同盟教団 登別中央福音教会       高橋 敏夫 牧師         

祝   祷    日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団   細井 眞 理事長 

 

 

 

 
特別さんび    「Praise the Lord」     VESSEL 
 
新会堂建築工事を振り返って（スライドショー） 

 
感謝状の贈呈     設計・監理 建築計画工房   様 

           施 工   株式会社 玉川組 様 

 
ご 歓 談   （１階ハイムス・ホールに移動して） 

        茶菓を用意しております。 

        ごゆっくりご歓談ください。 
        また、教会施設内をご自由にご覧ください。 

 

■ 建築予算      ２億４，５００万円 
    
   ・建築工事費   ２億１，０００万円 
  ・解体工事費        ３２０万円 
  ・設計・監理費    １，１６０万円 
   ・備品購入費     １，５００万円 
   ・その他         ５２０万円 
 
■ 敷地面積   ６５２．９㎡ 
  建築床面積 延 1,018.2㎡ 
 （１階351㎡、２階390㎡、3階256㎡、RF21㎡） 

 
■ 構造 鉄筋コンクリート造３階建 
 
■ 工期 2013年8月5日～2014年3月13日 
 
■ 施工      株式会社 玉川組 
 
■ 設計・監理     建築計画工房 

司式 下道 定身牧師 

司会 後藤 昌彦兄 



 当教会南側正面の壁には、一本ではなく、三本の十字架が掲げら

れました。 聖書によると、ゴルゴダの丘には、一本の十字架では

なく、三本の十字架が立てられたとあります。 

 両側の二本の十字架は、自らの罪ゆえの罪人の十字架です。 

その一本は、悔い改めて救われた罪人の私の十字架です。 

もう一本は、まだ救われていないすべての罪人の十字架です。 

 真ん中のもう一本の十字架は、神の御子イエスキリストが架から

れた罪なきお方の十字架です。私の罪と全人類の罪をゆるし、救う

ために架かられた身代わりの十字架です。 

 今日も、自らの罪を悔い改めて主の名を呼び求めるすべての罪人

を救うために、キリストの十字架は、私と世の罪人の十字架のすぐ

隣りに寄り添い立っています。  

 このことを世に証しする三本の十字架です。 
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1954年 Ｒ・ハイムス宣教師、小金井牧師により伝道がスタート 

1955年 北6条西20丁目に土地建物が与えられ、第１回目の献堂式 

1967年 現在地に移転、病院を大改築して第２回目の献堂式 

1984年 前会堂を建築、第3回目の献堂式 

1995年 前会堂の隣地を取得 

1998年 3月 レインボー21・わくわくプラン委員会発足 

                （※新会堂建築基本構想策定に着手） 

2002年 9月 新会堂建築プロジェクト委員会発足 

2012年 8月 建築計画工房に設計を委託 

2013年 8月 ㈱玉川組と施工契約、着工 

2013年12月 定礎式 

2014年 3月 工事完成 

最初の会堂(1955～1966年） 

前会堂（1984～２０１２年） 

2代目の会堂 
（1967～1984年） 

    三本の十字架と共に、虹とハトのシンボルマークも掲げられまし

た。 

 かつてノアとその家族による新しい時代の出発に当たり、神は

「生めよ、ふえよ、地に満ちよ」との祝福と共に、その契約の証し

として虹を架けられました。 

 神の祝福の約束を伝え、天と地をつなぐ架け橋、希望と平安、慰

めと癒し、勇気と感動に満ちあふれた虹こそが、レインボー・チャ

ペルが目指す教会のシンボルです。 

 またハトは、言うまでもなく聖霊の象徴です。  

「権勢によらず、能力によらず、わたしの霊（聖霊）によりて」

（ゼカリヤ４:6）のみ言葉に立ち、どんな時にも聖霊に聴き、従い、

満たされ、聖霊と共に歩む教会(クリスチャン)のシンボルです。 


